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(57)【要約】
【課題】収納部２０に収納されたカプセル型内視鏡１０
の電池１４Ａの、使用前の消耗を防止できるカプセル型
内視鏡入り収納容器１を提供する。
【解決手段】カプセル型内視鏡１０が、撮像部１２と、
画像信号を送信する画像信号送信部１３と、駆動電力を
供給する電池１４Ａと、駆動電力の供給開始または供給
停止のための起動制御信号である磁界信号を受信する磁
界信号受信部１５と、磁界信号を受信する毎にトグル動
作によって駆動電力の供給開始および供給停止の制御を
おこなう電力供給制御部１４と、を有し、収納部２０が
、収納ケース２０Ａと、カプセル型内視鏡１０の駆動電
力の供給開始を画像信号の受信により検知すると起動検
知信号を出力する画像信号受信部４１と、起動検知信号
の出力から所定時間の後にカプセル型内視鏡１０の駆動
電力の供給を停止するための起動制御信号を送信する磁
界信号送信部２１と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体情報取得装置と、収納部と、を具備する生体情報取得装置入り収納容器であって、
　前記生体情報取得装置が、
　　生体内の情報を取得する情報取得部と、
　　前記情報取得部が取得する前記生体内の前記情報を情報信号により送信する情報信号
送信部と、
　　前記情報取得部および前記情報信号送信部に駆動電力を供給する電源部と、
　　外部からの電磁界による起動制御信号を受信する起動制御信号受信部と、
　　前記起動制御信号を受信する毎に、トグル動作によって前記駆動電力の供給開始およ
び供給停止の制御をおこなう電力供給制御部と、を有し、
　前記収納部が、
　　前記生体情報取得装置を収納する収納ケースと、
　　前記生体情報取得装置の前記駆動電力の供給開始を検知すると、起動検知信号を出力
する起動検知部と、
　　前記起動検知部による前記起動検知信号の出力から所定時間の後に、前記生体情報取
得装置が前記駆動電力の供給を停止するための停止信号を送信する停止信号送信部と、を
有することを特徴とする生体情報取得装置入り収納容器。
【請求項２】
　前記収納部の前記起動検知部が、前記情報信号を受信する情報信号受信部を有し、
　前記情報信号受信部による前記情報信号の受信により、前記生体情報取得装置の前記駆
動電力の供給開始を検知することを特徴とする請求項２に記載の生体情報取得装置入り収
納容器。
【請求項３】
　前記停止信号が前記起動制御信号であることを特徴とする請求項２に記載の生体情報取
得装置入り収納容器。
【請求項４】
　前記生体情報取得装置が、前記停止信号を受信する停止信号受信部を有し、
　前記停止信号受信部が前記停止信号を受信すると、前記電力供給制御部が前記駆動電力
の供給を停止する制御をおこなうことを特徴とする請求項２に記載の生体情報取得装置入
り収納容器。
【請求項５】
　前記収納部の前記起動検知部と前記停止信号送信部とが、ＲＦタグとして一体に構成さ
れ、前記収納ケースに配設されていることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか
１項に記載の生体情報取得装置入り収納容器。
【請求項６】
　前記収納部の前記収納ケースが、前記生体情報取得装置を収納する収納ケース本体部と
、前記収納ケース本体部を密閉するシールであり前記収納ケース本体部から引き剥がし可
能な蓋部と、を有し、
　前記ＲＦタグが、前記蓋部に配設されていることを特徴とする請求項５に記載の生体情
報取得装置入り収納容器。
【請求項７】
　前記収納部の前記起動検知部および前記停止信号送信部が、前記情報受信部が受信する
前記情報信号の電磁波を動力源として動作することを特徴とする請求項１から請求項６の
いずれか１項に記載の生体情報取得装置入り収納容器。
【請求項８】
　前記起動制御信号の周波数が、ＲＦＩＤタグが使用する周波数であることを特徴とする
請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の生体情報取得装置入り収納容器。
【請求項９】
　前記起動制御信号の周波数が、１３．５６ＭＨｚであることを特徴とする請求項８に記



(3) JP 2011-125441 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

載の生体情報取得装置入り収納容器。
【請求項１０】
　前記生体情報取得装置が、カプセル型内視鏡であり、
　前記情報取得部が、生体内の画像を撮像する撮像部であり、
　前記情報信号送信部が送信する前記情報信号が、画像信号であることを特徴とする請求
項１から請求項９のいずれか１項に記載の生体情報取得装置入り収納容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体の内部に導入させて被検体内の情報を取得する生体情報取得装置と、
生体情報取得装置を収納した収納部と、を具備する生体情報取得装置入り収納容器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は医療分野においては生体内の観察等の用途において用いられている。そして、
近年、被検者が嚥下することにより体内に導入され、蠕動運動に伴って体内を移動しつつ
画像を撮像する生体情報取得装置であるカプセル型内視鏡が提案されている。体腔内を移
動する間、カプセル型内視鏡によって体内で撮像された画像データは、順次画像通信とし
て外部に送信され、外部の受信機内に設けられたメモリに蓄積される。被検者は受信機を
携帯することにより、カプセル型内視鏡を飲み込んだ後、自由に行動できる。
【０００３】
　カプセル型内視鏡は筐体に内蔵した電池等から駆動電力を得る。そして内部回路等が筐
体内に密閉された構造であるため、操作者が筐体外面に配設したスイッチ等を操作して起
動／停止することができない。このため、例えば特開２００９－８９９０７号公報には、
磁界を発生する磁界発生装置と、外部からの磁界に応じて駆動電力の供給をトグル動作に
よりＯＮ／ＯＦＦ制御するカプセル型内視鏡と、を有する生体観察システムが開示されて
いる。
【０００４】
　しかし、カプセル型内視鏡の輸送時などにおいて予期せぬ外乱ノイズ、例えば資材管理
に利用されるＲＦＩＤタグに対する信号等によって、カプセル型内視鏡が誤って起動して
しまうおそれがある。カプセル型内視鏡が輸送時などに起動してしまうと、内蔵した電池
が使用前に消耗してしまう。すると、カプセル型内視鏡は、使用できなくなったり、充分
な動作時間を確保できないため観察したい部位が観察できなくなったりする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－８９９０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑みなされたもので、生体情報取得装置の電池の、使用前の消耗を
防止できる生体情報取得装置入り収納容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成すべく、本発明の実施の形態の生体情報取得装置入り収納容器は、生体
情報取得装置と、収納部と、を具備する生体情報取得装置入り収納容器であって、前記生
体情報取得装置が、生体内の情報を取得する情報取得部と、前記情報取得部が取得する前
記生体内の前記情報を情報信号により送信する情報信号送信部と、前記情報取得部および
前記情報信号送信部に駆動電力を供給する電源部と、外部からの電磁界による起動制御信
号を受信する起動制御信号受信部と、前記起動制御信号を受信する毎に、トグル動作によ
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って前記駆動電力の供給開始および供給停止の制御をおこなう電力供給制御部と、を有し
、前記収納部が、前記生体情報取得装置を収納する収納ケースと、前記生体情報取得装置
の前記駆動電力の供給開始を検知すると、起動検知信号を出力する起動検知部と、前記起
動検知部による前記起動検知信号の出力から所定時間の後に、前記生体情報取得装置が前
記駆動電力の供給を停止するための停止信号を送信する停止信号送信部と、を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、生体情報取得装置の電池の、使用前の消耗を防止できる生体情報取得
装置入り収納容器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施の形態の生体情報取得装置入り収納容器の外観を示す斜視図である。
【図２】第１の実施の形態のカプセル型内視鏡の内部構造を示した構造図である。
【図３】第１の実施の形態のカプセル型内視鏡の回路構成を示した構成図である。
【図４】第１の実施の形態の収納部の回路構成を示した構成図である。
【図５】第１の実施の形態の生体情報取得装置入り収納容器における動作の流れを説明す
るためのフローチャートである。
【図６】第２の実施の形態の生体情報取得装置入り収納容器の外観を示す斜視図である。
【図７】第２の実施の形態のカプセル型内視鏡の回路構成を示した構成図である。
【図８】第２の実施の形態の収納部の回路構成を示した構成図である。
【図９】第２の実施の形態の生体情報取得装置入り収納容器における動作の流れを説明す
るためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
＜第１の実施の形態＞
　以下、図１～図５を用いて、本発明の第１の実施の形態の生体情報取得装置入り収納容
器であるカプセル型内視鏡入り収納容器１について説明する。
【００１１】
　図１に示すように本実施の形態のカプセル型内視鏡入り収納容器１は、被検体内である
消化器管腔に導入可能な生体情報取得装置であるカプセル型内視鏡１０と、カプセル型内
視鏡１０を収納する収納部２０と、を具備する。収納部２０は、収納ケース２０Ａと、送
受信部４０と、を有する。送受信部４０は収納ケース２０Ａに巻回された送信コイル２７
と、スイッチ２２等とを有する。送信コイル２７、スイッチ２２、送受信部４０の機能に
ついては後に詳述する。
【００１２】
　収納ケース２０Ａは、いわゆるブリスターパックであり、カプセル型内視鏡１０を収納
する収納ケース本体部２０Ｂと、収納ケース本体部２０Ｂを密閉するシールであり収納ケ
ース本体部２０Ｂから引き剥がし可能な蓋部２０Ｃとを有する。図１においては、蓋部２
０Ｃの一部が収納ケース本体部２０Ｂから引き剥がされた状態を示しているが、蓋部２０
Ｃは引き剥がして収納ケース本体部２０Ｂから分離することができる。
【００１３】
　カプセル型内視鏡１０は、製造後、収納ケース本体部２０Ｂ内に収納され蓋部２０Ｃに
より密閉され、カプセル型内視鏡入り収納容器として、流通し保管されるため清浄状態を
保つことができる。そして、操作者は、収納ケース２０Ａの蓋部２０Ｃを引き剥がし、カ
プセル型内視鏡１０を取り出して使用する。
【００１４】
　最初に図２、図３を用いてカプセル型内視鏡１０について説明する。図２に示すように
、カプセル型内視鏡１０は、筐体１６の内部に密封された、照明部１１と、情報取得部で
ある撮像部１２と、情報信号送信部である画像信号送信部１３と、電力供給制御部（以下
「制御部」ともいう。）１４と、起動制御信号受信部である磁界信号受信部１５と撮像部
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１２および画像信号送信部１３へ駆動電力を供給する電池１４Ａ（図３参照）を有する。
筐体１６は細長いカプセル形状であり、撮像部１２側の端部１６Ａは透明材料によって構
成されたドーム形状であり、中央の円筒部１６Ｂおよび反対側のドーム形状の端部１６Ｃ
は遮光性材料によって構成されている。なお、両端部に撮像素子を有し両端部を透明材料
で構成したカプセル型内視鏡を用いてもよい。
【００１５】
　次に図３を用いてカプセル型内視鏡１０の回路構成について説明する。図３に示すよう
に、照明部１１と撮像部１２とを有する情報取得部である画像取得部１７Ａ、画像信号送
信部１３およびアンテナ１３Ａとにより、主機能部１７が構成されている。
【００１６】
　主機能部１７は被検体の体内の画像を取得し画像信号として送信する。電池１４Ａは主
機能部１７の駆動に用いられる電力を供給する電源部である。磁界信号受信部１５は収納
部２０が発生した交流磁界（電磁界）による起動制御信号を受信し、整流して直流として
出力する。電力供給制御部（以下「制御部」ともいう））１４は、２分周回路１４Ｃとス
イッチ１４Ｂとを有し、磁界信号受信部１５からの電気信号に基づき、電池１４Ａから主
機能部１７への電力の供給をＯＮ／ＯＦＦ制御する。
【００１７】
　カプセル型内視鏡１０の照明部１１は被検体の体内を撮影するときに撮像領域を照射す
るためのＬＥＤ（不図示）とＬＥＤの駆動状態を制御するＬＥＤ駆動回路（不図示）とを
有する。撮像部１２は、ＬＥＤによって照射された領域の撮像をおこなうＣＣＤ（不図示
）とＣＣＤから出力された画像信号を所望形式の画像データに処理する信号処理回路（不
図示）と、を有する。画像信号送信部１３は、ＣＣＤにより撮像され処理された画像デー
タを変調して画像信号を生成する画像信号送信ユニット（不図示）を有し、アンテナ１３
Ａは画像信号送信ユニットから出力された画像信号を送信する。なお照明手段としてＬＥ
Ｄを例示したが、撮像領域を照射可能であればこれに限定するものではない。また、撮像
手段としてＣＣＤを例示したが、撮像をおこなうことが可能であればこれに限定するもの
ではなく、例えばＣＭＯＳセンサ等でもよい。
【００１８】
　磁界信号受信部１５は、アンテナ３５と、整流回路を構成するダイオード３８、平滑用
コンデンサ３７および抵抗３４と、を有する。アンテナ３５は、二次側コイル３６Ａと、
二次側コンデンサ３６Ｂとを有する共振回路であり、起動制御信号の周波数と共振するよ
うに調整されている。二次側コイル３６Ａは例えば筐体１６の円周方向に巻回されたコイ
ルまたは平面コイルであり、細長い筐体１６の長手方向に平行な電磁界を効率良く受信す
る。
【００１９】
　外部からの交流磁界による起動制御信号は、電磁誘導作用により二次側コイル３６Ａに
交流電流を発生する。そしてアンテナ３５が受電した起動制御信号による交流電流は、ダ
イオード３８にて整流され、平滑用コンデンサ３７によって平滑化され、受電電圧レベル
の直流の電気信号として制御部１４の２分周回路１４Ｃへ伝達される。すなわちカプセル
型内視鏡１０は受信した起動制御信号を磁電変換し直流の電流を得るために、磁界信号受
信部１５が磁界を検知するための電源が不要である。
【００２０】
　２分周回路１４Ｃは、Ｄ型フリップフロップ回路を有し、入力された電気信号を２分周
した信号を、スイッチ１４Ｂに出力する。スイッチ１４Ｂは、ソースが電池１４Ａに、ゲ
ートが２分周回路１４Ｃの出力に、ドレインが主機能部１７の各回路に接続されたＰチャ
ネル型ＦＥＴからなる。
【００２１】
　磁界信号受信部１５が交流磁界を検知（受電）すると、出力する電気信号（ノードＮ１
）は受電電圧レベルのハイレベルとなる。受電電圧レベルが２分周回路１４Ｃの閾値を超
えると、２分周回路１４Ｃの出力（ノードＮ２）は接地電圧レベルとなり、スイッチ１４
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Ｂはオン状態となり、カプセル型内視鏡１０の主機能部１７は動作を開始する。
【００２２】
　２分周回路１４Ｃの出力信号が電源電圧レベルのとき、スイッチ１４Ｂはオフであり、
主機能部１７への電力は供給されない。逆に、２分周回路１４Ｃの出力信号が接地電圧レ
ベルのとき、スイッチ１４Ｂはオンとなり、主機能部１７への電力が供給される。
【００２３】
　以上の説明のように、磁界信号受信部１５の一動作によって、スイッチ１４Ｂは、オン
／オフ状態が切り替わるトグル動作をおこなうことになる。すなわち、磁界信号受信部１
５が一回磁界を検出するという一動作によってスイッチ１４Ｂがオフ状態からオン状態、
またはオン状態からオフ状態になる。すなわち２分周回路１４Ｃはスイッチ１４Ｂの状態
保持部として機能する。なお２分周回路１４ＣのＤ型フリップフロップ回路は、その他の
回路であっても入力信号を２分周できる回路であればよく、Ｔ型フリップフロップ回路等
でもよい。
【００２４】
　次に、図４を用いて収納部２０の送受信部４０の回路構成について説明する。送受信部
４０は、起動検知部である画像信号受信部４１と、停止信号送信部である磁界信号送信部
２１と、電池等の電源４７と、を有する。画像信号受信部４１は、カプセル型内視鏡１０
が起動したときに送信する画像信号を受信する情報信号受信部である。すなわち、カプセ
ル型内視鏡入り収納容器１の収納部２０の画像信号受信部４１が、画像信号の受信により
カプセル型内視鏡１０の駆動電力の供給開始を検知する起動検知部である。
【００２５】
　なお、起動検知部は、起動したカプセル型内視鏡１０の照明部１１が発生する光をフォ
トダイオード等により検出してもよいし、他の方法により起動を検知してもよい。
【００２６】
　図４に示すように、画像信号受信部４１は受信アンテナ４５と、受信部４４と、タイマ
部４３と、比較器４２と、スイッチ４６と、を有する。受信アンテナ４５の回路は、カプ
セル型内視鏡１０の画像信号の周波数と共振する共振回路であり、効率的な画像信号の受
信が可能である
【００２７】
　カプセル型内視鏡１０が送信し受信アンテナ４５が受信した画像信号は、受信部４４を
介して、比較器４２の入力端（Ｂ１）と、さらにタイマ部４３を介して比較器４２のもう
一方の入力端（Ｂ２）と、に入力される。比較器４２の出力信号はスイッチ４６をオン状
態またはオフ状態となるように制御する。なおタイマ部４３の設定時間は任意であるが、
例えば１分間である。
【００２８】
　磁界信号送信部２１は、送信コイル２７と共振用コンデンサ２６とスイッチ２２と発振
器２３と周波数調整部２４とドライバ２５とを有する。スイッチ２２は操作者が操作する
スイッチであり、例えば押しボタンスイッチである。周波数調整部２４は、発振器２３か
らの信号を所望の周波数にするなどの処理を行い、ドライバ２５に所定周波数の信号を送
信する。ドライバ２５は入力された信号によって送信コイル２７を駆動し、送信コイル２
７は、これに応じた所定周波数の交流磁界を発生する。磁界信号送信部２１が発生する交
流磁界は、カプセル型内視鏡１０を停止するための停止信号として機能するだけでなく、
起動または停止を制御する起動制御信号として機能する。
【００２９】
　なお、収納部２０が、起動制御信号として発生する交流磁界の周波数は、ＲＦＩＤタグ
が使用する周波数として標準化されている周波数であることが好ましい。電磁波放出の法
律的な問題だけでなく、収納部２０の磁界信号送信部２１およびカプセル型内視鏡１０の
磁界信号受信部１５等を、安価であり信頼性も高い汎用の電子部品により構成することが
できるためである。
【００３０】
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　そして、交流磁界の周波数は、国際標準化機構のISO10536/14443/15693でＲＦＩＤタグ
用周波数として国際的に標準化されている１３．５６ＭＨｚが特に好ましい。前述のよう
にカプセル型内視鏡１０が起動制御信号の電磁波を磁電変換することによりエネルギーと
して使用できるために、主機能部１７が停止しているときに内蔵されている電池１４Ａの
電力を消費することがない。このため、製造後、日数が経過しても、体内観察可能時間が
確保できるためである。
【００３１】
　しかし、ＲＦＩＤタグは物流管理をはじめとする多くの用途に使用されている。このた
めＲＦＩＤタグが使用する周波数の電磁界を起動制御信号として用いているカプセル型内
視鏡１０は、流通段階等において同じ周波数の磁界信号を受信してしまう可能性、すなわ
ち、誤って起動してしまう可能性がある。
【００３２】
　しかし、後述するように、収納部２０は、輸送／保管の間に誤ってカプセル型内視鏡１
０が起動してしまった場合には、自動的に停止信号を送信し、停止信号を受信したカプセ
ル型内視鏡１０は停止する。
【００３３】
　このため、本実施の形態のカプセル型内視鏡入り収納容器１は、カプセル型内視鏡１０
の電池１４Ａの使用前の消耗を防止できる。
【００３４】
　また、すでに説明したように収納部２０の磁界信号送信部２１が発信する停止信号は、
カプセル型内視鏡１０の駆動電力の供給を停止または開始するための起動制御信号である
。このため、操作者は使用にあたって、収納部２０のスイッチ２２を操作することにより
、カプセル型内視鏡１０を起動したり、停止したりすることができる。
【００３５】
　次に、図５のフローチャートを用いて、カプセル型内視鏡入り収納容器１の動作の流れ
について説明する。
＜ステップＳ１０＞
　カプセル型内視鏡１０が収納部２０の収納ケース本体部２０Ｂに収納された後に、収納
ケース本体部２０Ｂが蓋部２０Ｃにより密閉されて、カプセル型内視鏡入り収納容器１が
製造される。
【００３６】
＜ステップＳ１１＞
　カプセル型内視鏡入り収納容器１に収納されたカプセル型内視鏡１０は、起動制御信号
である磁界信号を受信する（Ｙｅｓ）までは停止状態、すなわち駆動電力の供給が停止さ
れた状態を維持する（Ｎｏ）。このため内蔵されている電池１４Ａの電力を消費すること
がない。そして、起動制御信号を受信する（Ｙｅｓ）と、ステップＳ１２以降の処理が開
始する。
【００３７】
　なお、起動制御信号が、意図的にカプセル型内視鏡１０を起動するために送信されたも
のであっても、流通／保管段階において他の物品等のＲＦＩＤタグ等に対して送信された
ものであっても、以下の動作はほぼ同じである。
【００３８】
＜ステップＳ１２＞
　カプセル型内視鏡１０の磁界信号受信部１５が起動制御信号である磁界信号を受信する
（ステップＳ１１：Ｙｅｓ）と、制御部１４は主機能部１７への電力の供給をＯＮ制御（
開始）する。
【００３９】
＜ステップＳ１３＞
　カプセル型内視鏡１０の制御部１４が主機能部１７への電力の供給をＯＮ制御すると、
主機能部１７は起動して動作を開始する。すなわち画像信号送信部１３は画像信号の送信
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を開始する。
【００４０】
＜ステップＳ１４＞
　収納部２０は、送受信部４０の画像信号受信部４１の受信部４４が、受信アンテナ４５
を介して画像信号を受信するまでは待機状態にある（Ｎｏ）。
　受信部４４は、画像信号を受信する（Ｙｅｓ）と、起動検知信号「Ｈ」である画像信号
を出力する。
【００４１】
＜ステップＳ１５＞
　収納部２０の画像信号受信部４１のタイマ部４３はカウント、すなわち時間の計測を開
始する。
【００４２】
＜ステップＳ１６＞
　タイマ部４３はカウント時間が設定時間（例えば１分間）以下では信号「Ｌ」を出力し
、設定時間を超えると信号「Ｈ」を出力する。比較器４２は受信部４４からの画像信号「
Ｈ」とタイマ部４３からの信号とを比較し、同じ「Ｈ」の場合（ステップＳ１５：Ｙｅｓ
）には、スイッチ４６をＯＮ状態とする。
【００４３】
＜ステップＳ１７＞
　収納部２０の磁界信号送信部２１は、スイッチ４６がＯＮ状態となると、スイッチ２２
が押圧操作されたときと同様に、停止信号（起動制御信号）である磁界信号を送信する。
【００４４】
＜ステップＳ１８＞
　起動しているカプセル型内視鏡１０は、起動制御信号を再度、受信するまでは主機能部
１７の動作を継続しておこなっている（Ｎｏ）。
【００４５】
＜ステップＳ１９＞
　収納部２０からの起動制御信号を受信する（ステップＳ１８：Ｙｅｓ）と、起動してい
るカプセル型内視鏡１０の電力供給制御部１４は主機能部１７への電力の供給をＯＦＦ制
御（停止）する。すなわちカプセル型内視鏡１０は停止する。
【００４６】
　なお、収納部２０のタイマ部４３の動作は、カプセル型内視鏡１０が起動したのが、操
作者が起動するために送信した磁界信号によるか、または、輸送／保管の間の誤った磁界
信号によるかを区別するためである。すなわち、操作者がカプセル型内視鏡１０を起動す
るためにスイッチ２２を操作した場合には、所定の時間後にはカプセル型内視鏡１０は収
納ケース２０Ａから取り出されている。このためステップＳ１７において収納部２０が磁
界信号を送信してもカプセル型内視鏡１０は磁界信号を受信しないため起動状態を維持す
る。これに対して誤った磁界信号により起動した場合には、所定の時間後にもカプセル型
内視鏡１０は収納ケース２０Ａ内、すなわち送信コイル２７のソレノイドの内部にある。
このためカプセル型内視鏡１０は磁界信号を受信し、停止する。
【００４７】
　なお、カプセル型内視鏡１０が収納ケース２０Ａから取り出された後は、収納部２０が
磁界信号を送信しないようにしてもよい。例えば、蓋部２０Ｃに開封検知センサを配設し
開封検知センサの出力をもとに制御してもよいし、送受信部４０の電源４７からの出力配
線の一部を蓋部２０Ｃに配設しておき、蓋部２０Ｃを引き剥がすことにより出力配線が断
線するようにしてもよい。
【００４８】
　または、画像信号を受信しタイマ部４３が所定時間のカウントを開始しても、カプセル
型内視鏡１０が収納ケース２０Ａから取り出され画像信号が受信できなくなった場合に、
収納部２０が動作を中止するようにしてもよい。
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【００４９】
　なお起動制御信号として直流磁界を用いることも可能であり、カプセル型内視鏡１０の
磁界信号受信部１５および収納部２０の磁界信号送信部２１の構成を単純化することがで
きる。例えば磁界信号受信部１５はリードスイッチを用いることができる。
【００５０】
＜第２の実施の形態＞　
　次に、図６～図９を用いて本発明の第２の実施の形態の生体情報取得装置入り収納容器
であるカプセル型内視鏡入り収納容器１０１について説明する。本実施の形態のカプセル
型内視鏡入り収納容器１０１は、第１の実施の形態のカプセル型内視鏡入り収納容器１と
類似しているため同じ機能の構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００５１】
　図６に示すように本実施の形態のカプセル型内視鏡入り収納容器１０１は、被検体の内
部に導入する生体情報取得装置であるカプセル型内視鏡１１０と、カプセル型内視鏡１１
０を収納した収納部１２０と、を具備する。収納部１２０は、収納ケース１２０Ａと、後
述するＲＦタグ１２０Ｄと、を有する。
【００５２】
　言い換えれば、収納部１２０の収納ケース１２０Ａが、カプセル型内視鏡１１０を収納
する収納ケース本体部１２０Ｂと、収納ケース本体部１２０Ｂを密閉するシールであり収
納ケース本体部１２０Ｂから引き剥がし可能な蓋部１２０Ｃと、を有し、ＲＦタグ１２０
Ｄが、蓋部１２０Ｃに配設されている
【００５３】
　そして、図７に示すように、本実施の形態のカプセル型内視鏡１１０は、第１の実施の
形態のカプセル型内視鏡１０が有している磁界信号受信部１５、主機能部１７、および電
池１４Ａに加えて、停止信号受信部１８を有し、電力供給制御部１１４は、磁界信号受信
部１５だけでなく、停止信号受信部１８からの信号に基づいても、電池１４Ａから主機能
部１７への電力の供給をＯＦＦ制御（停止）する。
【００５４】
　一方、図８に示すように、収納部１２０のＲＦタグ１２０Ｄは画像信号受信部１４１と
、停止信号送信部１２１と、を有する。本実施の形態の画像信号受信部１４１の機能は、
第１の実施の形態の画像信号受信部４１と、ほぼ同じである。ただし、画像信号受信部１
４１は第１の実施の形態のカプセル型内視鏡１０の磁界信号受信部１５と同様に受信した
電磁波を整流して直流の電流を得るために、ＲＦタグ１２０Ｄは電源が不要である。
【００５５】
　また、停止信号送信部１２１は、カプセル型内視鏡１１０の停止信号受信部１８が受信
する停止信号を送信する。停止信号は、画像信号および起動制御信号と異なる信号であれ
ばよい。
【００５６】
　次に、図９のフローチャートを用いて、カプセル型内視鏡入り収納容器１０１の動作の
流れについて説明する。
＜ステップＳ２０～ステップＳ２３＞
　第１の実施の形態のカプセル型内視鏡入り収納容器１のステップＳ１０～ステップＳ１
３の動作と同じである。
【００５７】
＜ステップＳ２４＞
　収納部１２０の画像信号受信部１４１は画像信号を受信し、受信した画像信号を整流化
して直流の電源を得て、起動検知信号を停止信号送信部１２１に送電する（Ｙｅｓ）。す
なわち、画像信号受信部１４１は画像信号を受信するまでは待機状態にある（Ｎｏ）。
【００５８】
＜ステップＳ２５＞
　収納部１２０の停止信号送信部１２１は、画像信号受信部１４１から起動検知信号を受
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けると、停止信号を送信する。すなわち、起動検知部である画像信号受信部１４１および
停止信号送信部１２１が、画像信号受信部１４１が受信する情報信号である画像信号の電
磁波を動力源として動作するため、収納部１２０は電源が不要である。
【００５９】
＜ステップＳ２６＞
　カプセル型内視鏡１１０の停止信号受信部１８は、停止信号を受信する（Ｙｅｓ）と、
制御部１１４に信号を送る。
【００６０】
＜ステップＳ２７＞
　カプセル型内視鏡１１０の制御部１１４は、停止信号受信部１８からの信号を受信する
と、主機能部１７への電力の供給をＯＦＦ制御（停止）する。すなわちカプセル型内視鏡
１１０は停止する。
【００６１】
　以上の説明のように、カプセル型内視鏡１１０が起動したのが、輸送または保管の間の
誤った磁界信号によるものであった場合には、カプセル型内視鏡１１０は収納部１２０か
らの停止信号を受信するため、自動的に駆動電力の供給を停止する。
【００６２】
　これに対して、操作者が起動するために送信した磁界信号によりカプセル型内視鏡１１
０が起動した場合には、カプセル型内視鏡１１０の停止信号受信部１８はステップＳ２６
において停止信号を受信しないため、カプセル型内視鏡１１０は起動状態を維持する。す
なわち、操作者がカプセル型内視鏡１１０を意図的に起動する場合には、カプセル型内視
鏡１１０を収納部１２０から取り出してから起動制御信号を印加するため、収納部１２０
はカプセル型内視鏡１１０が送信する画像信号の到達範囲外にある。このため収納部１２
０の画像信号受信部１４１は画像信号を受信しないため停止信号送信部１２１が停止信号
を送信しない。
【００６３】
　または、カプセル型内視鏡入り収納容器１０１では、操作者がカプセル型内視鏡１１０
の清浄状態を維持するために、収納ケース本体部１２０Ａに収納された状態で起動しても
よい。この場合には、操作者は、蓋部１２０Ｃを収納ケース本体部１２０Ａから引き剥が
し分離してから、起動制御信号を印加する。すると、カプセル型内視鏡１１０が起動した
とき、蓋部１２０ＣとともにＲＦタグ１２０Ｄはカプセル型内視鏡１１０から離れた場所
にある。このためＲＦタグ１２０Ｄの画像信号受信部１４１は画像信号を受信しないため
停止信号送信部１２１が停止信号を送信しない。
【００６４】
　さらに、第１の実施の形態のカプセル型内視鏡入り収納容器１と同様に、停止信号受信
部１８等がタイマ部を有し、タイマ部が所定時間をカウントしている間は停止信号送信部
１２１が停止信号を送信しないように制御してもよい。この場合には、操作者は、蓋部１
２０Ｃにより密閉された状態のカプセル型内視鏡１１０を起動し、所定時間内に蓋部１２
０Ｃを収納ケース本体部１２０Ａから引き剥がしカプセル型内視鏡１１０を取り出すこと
ができる。
【００６５】
　以上の説明のように、本実施の形態のカプセル型内視鏡入り収納容器１０１は、カプセ
ル型内視鏡１１０が誤って起動しても直ちに停止するため、電池１４Ａの使用前の消耗を
防止できる。また、カプセル型内視鏡入り収納容器１０１は、画像信号受信部１４１およ
び停止信号送信部１２１がＲＦタグ１２０Ｄとして収納ケース本体部１２０Ａから引き剥
がし可能な蓋部１２０Ｃに配設されているため、清浄状態を維持したまま、カプセル型内
視鏡１１０を起動することもできる。さらに、ＲＦタグ１２０Ｄは受信した電磁波である
画像信号を動力源として動作するため電源が不要である。
【００６６】
　なお上記説明は、生体情報取得装置としてカプセル型内視鏡を例に説明したが、消化器
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液採取用カプセル型医療装置、嚥下型のカプセル型温度センサまたは嚥下型のカプセル型
ｐＨセンサのような各種カプセル型生体情報取得装置に適用できる。また生体情報取得装
置入り収納容器の収納部は、リサイクルすることが可能である。
【００６７】
　本発明は上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲
において、種々の変更、改変等ができる。
【符号の説明】
【００６８】
１…カプセル型内視鏡入り収納容器、１０…カプセル型内視鏡、１１…照明部、１２…撮
像部、１３…画像信号送信部、１３Ａ…アンテナ、１４…電力供給制御部、１４Ａ…電池
、１４Ｂ…スイッチ、１４Ｃ…分周回路、１５…磁界信号受信部、１６…筐体、１６Ａ…
端部、１６Ｂ…円筒部、１６Ｃ…端部、１７…主機能部、１７Ａ…画像取得部、１８…停
止信号受信部、２０…収納部、２０Ａ…収納ケース、２０Ｂ…収納ケース本体部、２０Ｃ
…蓋部、２１…磁界信号送信部、２２…スイッチ、２３…発振器、２４…周波数調整部、
２５…ドライバ、２６…共振用コンデンサ、２７…送信コイル、３４…抵抗、３５…アン
テナ、３６Ａ…二次側コイル、３６Ｂ…二次側コンデンサ、３７…平滑用コンデンサ、３
８…ダイオード、４０…送受信部、４１…画像信号受信部、４２…比較器、４３…タイマ
部、４４…受信部、４５…受信アンテナ、４６…スイッチ、４７…電源、１０１…収納容
器、１１０…カプセル型内視鏡、１１４…電力供給制御部、１２０…収納部、１２０Ａ…
収納ケース、１２０Ｃ…蓋部、１２０Ｄ…ＲＦタグ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种含有胶囊内窥镜的储存容器1，其能够在使用前
防止储存在储存部20中的胶囊内窥镜10的电池14A的消耗。 胶囊内窥镜
（10）包括成像单元（12），用于传输图像信号的图像信号传输单元
（13），用于提供驱动功率的电池（14A），用于启动或停止提供驱动
功率的启动它包括一个磁场信号接收单元15，用于接收磁场信号的控制
信号，用于通过肘节动作在每次接收到的磁场信号时间控制的驱动电力
的供给开始和供给停止的电源控制单元14，存储单元20包括存储盒
20A，图像信号接收部分41，用于在通过接收图像信号检测到胶囊内窥
镜10的驱动电源的供应开始时输出开始检测信号，以及预定时间并且，
磁场信号传输单元21在磁场信号传输单元21之后传输用于停止提供胶囊
内窥镜10的驱动功率的激活控制信号。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f9b9e255-76d4-406e-bc96-6633cbda43e2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/044288713/publication/JP2011125441A?q=JP2011125441A

